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研究概要

ワイエルストラス型表現公式をもちいてさまざまなクラスの曲面の性質を調べていたが，

そのなかで，特異点をもつ曲面が微分幾何学的にも興味深いクラスであることがわかっ

てきた．とくに (1) 3次元ミンコフスキー空間の極大曲面 (2) 3次元ド・ジッター空間

の定平均曲率 1 の曲面や (3) 3次元双曲空間の平坦フロントを調べた．を調べた．さら

に，特異点をもつ曲面の一般論として，(4) 特異点の微分幾何学的不変量 — 曲率—を

導入してその性質を調べた．

1. 3次元ミンコフスキー空間の特異点をもつ極大曲面のクラス（梅原・山田により極大

面 maxface と命名された）の非自明な例を構成し，その対応物として，ド・ジッター空

間の完備 CMC-1面で種数の高い例を構成した．

2. 極大面や CMC-1 面，さらに双曲空間の平坦フロントなど特異点をもつ曲面のクラ

スについて，完備性および弱完備性の概念を整理し，それらの関係を明らかにした．そ

の際，ユークリッド空間の完備極小曲面の理論を構築する際に用いられた Osserman の

補題をさらに精密化する必要があった（梅原・山田）

3. 3次元ド・ジッター空間の特異点をもつ平均曲率 1 の曲面のうち，SL(2,C) への正

則等方的はめこみにもちあがるようなもの (CMC-1 face) の微分幾何学的な性質，およ

び特異点の性質を調べた．（藤森，Rossman, 梅原，山田，Yang）.

4. 3次元双曲空間の平坦フロントの弱完備かつ完備でないエンドの挙動を解析し，その

切り口あサイクロイドに漸近することを示した．（國分・Rossman・梅原・山田）

5. 一般に 3次元リーマン多様体（とくにユークリッド空間）内のフロントの cuspidal

edge 特異点に対して，測地的曲率の概念を用いて曲率を定義し，その幾何学的性質を調

べた．さらに，この概念を抽象化し，ambient space を考えない内的な状況で，特異点

を含むある種の計量に関するガウス・ボンネの定理を示した．（佐治，梅原，山田）．

6. 極小曲面に関するカラビの問題「3次元ユークリッド空間の完備有界な極小曲面は存

在するか」（Nadirashvilliにより存在が示された）に対応して，3次元双曲空間の完備有

界な平均曲率 1 の曲面を構成した．その系として，3次元ユークリッド空間の完備有界

な極小曲面で，その共役曲面も有界なものが構成できた（Martin, 梅原，山田）．

7. 一般に n + 1 次元多様体の特異点をもつ超曲面としての波面の Ak-特異点の判定条

件を記述した（佐治，梅原，山田）．

「マス・フォア・インダストリ」にかかわるH20, 21年度の研究実績概要

超幾何微分方程式の「双曲的シュワルツ写像」とよばれる 3次元双曲型空間の平坦フロ

ントを定義し，その性質を調べた．（佐々木，吉田，山田）．さらに，その特異点の挙動，

とくにジェネリックでない特異点が現れる場合を詳細に調べた．超幾何微分方程式とい

うシンプルな対象であるが，双曲的シュワルツ写像のジェネリックでない特異点を特定
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するには，かなり複雑な多項式を取り扱わなければならない．そのため，野呂，佐々木，

吉田，山田では Risa/asir を用い，いくつかの場合を特定した．これは計算機代数の数

学における一つの応用例として重要な意味をもつ．
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